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2.2.3 代表的特許の概要 

レンダリングの代表的特許の公報番号、出願日または優先権主張日、出願人または権利

者、概要を表 2.2.3-1 に表示する。 

 

表 2.2.3-1 レンダリングに関する代表的特許 (1/3) 

公報番号 
出願日または

優先権主張日 

出願人また

は権利者 
概    要 

特公平

1-43354 
84.12.13 富士通 

前回算出した光線が交わるセルに関する情報を用いて高速に

処理する構成を採用して、光線が交わるセルを迅速に算出して

三次元表示を行う。 

特公平

1-57390 
83.09.03 富士通 

任意の多角形を単純な凸多角形（三角形あるいは台形等）に自

動的に分割することにより、面塗り処理の能率を向上させる。 

特公平

2-34068 
84.05.25 日立製作所 

面のテクスチャを、光の反射モデルに含まれる材質係数の組の

インデックスで表現することにより、テクスチャの表現のデー

タ圧縮を可能にする。 

特公平

2-35354 
85.04.16 ファナック 

物体の面を多数のパッチに分割し、各パッチの反射光ベクトル

を求め、反射光ベクトルと視線ベクトルの角度により、輝度を

求める。 

特公平

5-44063 
81.12.23 ソニー 

ブロック単位で深さを求め、これによって浅い方から深い順番

に処理順序を定めることにより、表示する出力画像の重なりに

左右されず、一定の処理時間内で陰面消去を行い、メモリ容量

を減少する。 

特公平

5-75150 
86.12.29 日本電気 

担当領域を負荷の比較結果に基づいて拡大することによって

各輝度計算部間で負荷の再配分を行うことにより、領域形状の

変更処理を軽減し再配分の効果を十分に上げることを可能に

する。 

特公平

7-24073 

86.09.03 

(優) 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ ﾏｼｰﾝｽﾞ

（米国） 

三次元立体を１つの視点から１つの観察方向に沿って見たと

きに眼に映る二次元像を発生するのに、三次元立体自身をワー

ルド空間から観察空間へ変換するのではなく、観察空間をワー

ルド空間に逆変換することにより、簡単に二次元像を発生でき

るようにする。 

特公平

7-43776 

89.10.30 

(優) 

ジェネラル  

エレクトリッ

ク(米国) 

対象とするボリュームに対応する各ボクセルからの光線を、ボ

リュームを見るために選択された投写角に対応する投写角で

投写平面へ逆に投写することにより、迅速な処理を可能とす

る。 

特公平

7-52471 
87.02.18 富士通 

指定されたポテンシャルレベルを閾値として、これを越えるラ

ベルを持つボクセルを選択し、このボクセルについてのみ詳細

なポテンャシル計算を行うことにより、詳細計算の量を大幅に

減少することができるようにする。 

特公平

7-104960 

89.10.23 

(優) 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ ﾏｼｰﾝｽﾞ

(米国) 

Z バッファのアクセス及び比較を並列に実行させる手段を設
けることにより、高速なグラフィックス処理システムのピクセ

ル書き込み時間を制限しない Z バッファシステムが得られる
ようにする。 

特許

2550599 
87.08.28 ダイキン工業 

多郭多角形の内部に規定された穴多角形に対応させてデプス

バッファの最上位側のプレーンに付加データを格納し、外郭多

角形に対応させて隠画処理を行うことにより、各多角形を複雑

に区分することなく隠画処理、および塗りつぶし処理を行う。 

特許

2570094 
93.04.14 日本電気 

所定の図形が含まれている１フレームの映像を複数合成する

ことによりその図形が移動する軌跡を表わす際に、より自然な

ディケイ効果を得る。 

特許

2617573 
89.05.31 

大日本 

スクリーン 

製造 

各短冊状領域の区間走査線終端の位置におけるモ－ド情報の

累算結果を、繰越しモード情報として次の短冊状領域に引継ぐ

ことにより、走査面が短冊状に分割されていないのと同じ累算

結果を得、画像記録データの取得を高速にする。 
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表 2.2.3-1 レンダリングに関する代表的特許 (3/3) 

公報番号 
出願日または

優先権主張日 

出願人また

は権利者 
概    要 

特許

3036395 
95.04.11 日本電気 

マスターノードは前処理作業および投射小区分の選択を行

い、スレーブノードは実際のレイトレーシングを行うことに

より、効率の良いプログラムコードの分散を図る。 

特開平

11-306380 

98.04.13 

(優) 

ﾐﾂﾋﾞｼ ｴﾚｸﾄﾘｯ

ｸ ｲﾝﾌｫﾒｰｼﾖﾝ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ ｾﾝﾀｰ 

ｱﾒﾘｶ(米国) 

透視光線を平行化することで透視投影に必要な計算を規則

化し、透視投影に並列パイプライン処理技術の適用を可能に

したボリュームレンダリングシステム。 

特開

2000-10549 
98.06.22 武藤工業 

処理中のバンド以外のポリゴン頂点を無視してバンド内に

多角形を形成し、この多角形を塗りつぶすことにより、ポリ

ゴン塗りつぶし処理においてメモリの節約とデータ処理の

高速化を図る。 


